第３部　無機物質
実験No.7

実験日　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
目的アルミニウムAlと亜鉛Znの酸や塩基に対する性質を調べ、理解する。

準備必要な器具を確認し、□にチェック✔をいれる　　※[共有]とあるのは2ペア共有で使用する
□試験管(2)　□試験管台[共有]　□マッチ[共有]　□スポイト(2)[共有]  □蒸留水[共有]
□2mol/L-塩酸HClaq　□2mol/L-水酸化ナトリウム水溶液NaOHaq　
□6mol/L-アンモニア水NH3aq　□アルミニウム箔(3×2.5cm)

実験1　　
　①試験管に2mol/L-塩酸HClaq　3mL入れ、アルミニウム箔を加える。
　　※反応しにくい場合は穏やかに加熱する。
　②アルミニウム箔が溶けたら、この溶液を2本の試験管(A、B)に分け、それぞれ蒸留水を加えて5mLにする。
　③試験管Aに2mol/L-水酸化ナトリウム水溶液NaOHaqをスポイトで5滴ずつ慎重に加え続ける。
　④試験管Bに6mol/L-アンモニア水NH3aqをスポイトで5滴ずつ慎重に加え続ける。
	
	５滴ずつ慎重に加え続けたときの反応

	試験管A
NaOHaqを加える
	

	試験管B
NH3aqを加える
	


　　　　　　　　　　　　※沈殿の有無、沈殿がある場合は色も記入する。
　
演示実験 実験1と同様の実験操作を、アルミニウム箔の代わりに、亜鉛Znを用いて行う。
	
	５滴ずつ慎重に加え続けたときの反応

	試験管C
NaOHaqを加える
	

	試験管D
NH3aqを加える
	








考察１
①Al3＋、Zn2＋を含む水溶液から、Al3＋を分離する操作の実験計画を立てなさい。



②実験1①の化学変化を化学反応式で表せ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③実験1③の化学変化をイオン反応式または化学反応式で表せ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
④実験1④化学変化を化学反応式で表せ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【実験まとめ】
実験結果のまとめの他、同様の性質をもつ金属、周期表上でどこに位置付けられているかなどを記述する。




























実験日　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
目的アルミニウムAlと亜鉛Znの酸や塩基に対する性質を調べ、理解する。

準備必要な器具を確認し、□にチェック✔をいれる　　※[共有]とあるのは2ペア共有で使用する
□試験管(2)　□試験管台[共有]　□マッチ[共有]　□スポイト(2)[共有]  □蒸留水[共有]
□2mol/L-塩酸HClaq　□2mol/L-水酸化ナトリウム水溶液NaOHaq　
□6mol/L-アンモニア水NH3aq　□アルミニウム箔(3×2.5cm)

実験1　気体を捕集し、マッチの火を近付ける
　①試験管に2mol/L-塩酸HClaq　3mL入れ、アルミニウム箔を加える。
　　※反応しにくい場合は穏やかに加熱する。
　②アルミニウム箔が溶けたら、この溶液を2本の試験管(A、B)に分け、それぞれ蒸留水を加えて5mLにする。
　③試験管Aに2mol/L-水酸化ナトリウム水溶液NaOHaqをスポイトで5滴ずつ慎重に加え続ける。
　④試験管Bに6mol/L-アンモニア水NH3aqをスポイトで5滴ずつ慎重に加え続ける。
	
	５滴ずつ慎重に加え続けたときの反応

	試験管A
NaOHaqを加える
	少量(25滴程度)加えたところで白色沈殿が生じ、過剰(50滴程度)に加えると沈殿が溶け、無色透明になった。

	試験管B
NH3aqを加える
	少量(20滴程度)加えたところで白色沈殿が生じ、過剰(50滴程度)に加えても沈殿は溶けなかった。


　　　　　　　　　　　　※沈殿の有無、沈殿がある場合は色も記入する。
↓※亜鉛粉末Zn0.1g
演示実験 実験1と同様の実験操作を、アルミニウム箔の代わりに、亜鉛Znを用いて行う。
	
	５滴ずつ慎重に加え続けたときの反応

	試験管C
NaOHaqを加える
	少量(25滴程度)加えたところで白色沈殿が生じ、過剰(60滴程度)に加えると沈殿が溶け、無色透明になった。

	試験管D
NH3aqを加える
	少量(20滴程度)加えたところで白色沈殿が生じ、過剰(35滴程度)に加えると沈殿が溶け、無色透明になった。








考察１
①Al3＋、Zn2＋を含む水溶液から、Al3＋を分離する操作を考察しなさい。
 (
過剰のアンモニア水を加え、ろ過する。
少量のアンモニア水によって
Al
3＋
、Zn
2＋
ともに
沈殿を生じる。しかし、過剰に加えることによって、亜鉛のみが溶解するため、ろ過することによって分離できる。
)


②実験1①の化学変化を化学反応式で表せ。
　　　2Al　＋　6HCl　→　2AlCl3　＋　3H2　　　　　　　　　　　　　　　

③実験1③の化学変化をイオン反応式または化学反応式で表せ。
　　（少量）Al3＋　＋　3OH－　→　Al(OH)3　　　　　　　　　　　　　　　
　　（過剰）Al(OH)3　＋　NaOH　→　Na[Al(OH)4]　　　　　　　　　　　
　
④実験1④化学変化を化学反応式で表せ。
　　（少量）Al3＋　＋　3OH－　→　Al(OH)3　　　　　　　　　　　　　　　
　　（過剰）沈殿が生じたまま変化なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【実験まとめ】
[bookmark: _GoBack]実験結果のまとめの他、同様の性質をもつ金属、周期表上でどこに位置付けられているかなどを記述する。
 (
●アルミニウムや亜鉛は両性元素であり、酸とも塩基とも反応する。
●水溶液中のAl
3＋
、Zn
2＋
ともに少量の
NaOHaq
に反応して沈殿（Al(OH)
3
,Zn(OH)
2
）をつくり、過剰の
NaOHaq
を加えると溶解する。
●Al
3＋
、Zn
2＋
ともに少量のNH
3
aqでは反応して沈殿（Al(OH)
3
,Zn(OH)
2
）を生じるが、過剰のNH
3
aqではAl(OH)
3
は溶けず、Zn(OH)
2
は溶ける。
●同様の性質をもつ金属には、
Sn
、
Pb
がある。
●Al、Zn、
Sn
、
Pb
を両性元素といい、周期表上では金属元素と非金属元素の境目あたりに位置している。
)










　　　　　　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　（共同実験者　　　　　　　）
